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国
連
を
中
心
と
し
た
世
界
の
国
際
機
関
に
お
け
る「
障
害
と
開
発
」へ
の
動
き
森　

壮
也

　

二
〇
〇
六
年
一
二
月
一
三
日
、
第
六
一
回
国
連

総
会
は
障
害
者
の
権
利
条
約
と
同
選
択
議
定
書
を

採
択
し
た
。
同
条
約
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
一
年

の
第
五
六
回
国
連
総
会
で
、
メ
キ
シ
コ
大
統
領
か

ら
、「
障
害
者
の
権
利
お
よ
び
尊
厳
を
保
障
、
促

進
す
る
た
め
の
包
括
的
な
国
際
権
利
条
約
」
の
提

案
が
あ
り
（
こ
の
間
の
経
緯
と
同
条
約
の
意
義
に

つ
い
て
は
、
参
考
文
献
①
を
参
照
）、
採
択
後
、

個
別
権
利
条
約
と
し
て
は
異
例
の
速
さ
の
五
年
で

採
択
さ
れ
た
。
ま
た
同
条
約
に
つ
い
て
は
、
開
発

途
上
国
の
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
提
案
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
い
う
経
緯
が
、
こ
の
条
約
を
国
際
協
力

と
開
発
を
他
の
個
別
権
利
条
約
以
上
に
重
要
な
課

題
と
し
て
取
り
込
ま
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ

ら
二
件
は
開
発
の
観
点
か
ら
も
特
記
さ
れ
て
良
い
。

　

同
条
約
に
つ
い
て
は
、
日
本
も
二
〇
〇
七
年
九

月
二
八
日
に
高
村
外
務
大
臣
が
署
名
、
現
在
、
条

約
と
の
関
連
で
国
内
法
の
精
査
が
進
行
中
で
、
批

准
に
向
け
て
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
条
約
の
発
効
の
た
め
に
必
要
な
二
〇
カ

国
以
上
の
批
准
と
い
う
条
件
も
、
速
い
ス
ピ
ー
ド

で
進
み
、
二
〇
〇
八
年
四
月
三
日
に
特
別
委
員
会

議
長
で
あ
っ
た
ガ
レ
ゴ
ス
氏
の
国
、
エ
ク
ア
ド
ル

が
二
〇
番
目
の
批
准
国
と
な
り
、
同
年
五
月
三
日

に
発
効
し
た
（
五
月
一
五
日
現
在
、
署
名
国

一
二
九
カ
国
、
選
択
議
定
書
署
名
国
七
一
カ
国
、

最
新
情
報
は
、
国
連
の
同
条
約
サ
イ
ト
で
あ
る

http://w
w

w
.un.org/disabilities/

で
見
る

こ
と
が
で
き
る
）。
こ
う
し
た
背
景
を
受
け
て
、

本
特
集
で
は
、
同
条
約
と
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発

目
標
と
の
関
連
や
途
上
国
支
援
の
領
域
で
、「
障

害
と
開
発
」
の
分
野
で
ど
の
よ
う
な
動
き
が
見
ら

れ
る
の
か
、
国
連
お
よ
び
日
本
の
国
際
協
力
機
関

に
お
け
る
動
き
に
つ
い
て
各
担
当
者
に
ご
紹
介
い

た
だ
い
た
。

　

途
上
国
の
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
は
、

慈
善
と
い
っ
た
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
が
ち
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
、
福
祉
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
さ
ら
に

開
発
や
権
利
の
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
と
障
害
者
も
開
発

過
程
に
参
画
す
る
当
事
者
で
あ
る
と
い
う
観
点
か

ら
の
視
点
が
確
認
・
強
化
さ
れ
て
き
て
い
る
（
参

考
文
献
②
）。
こ
う
し
た
開
発
の
中
で
障
害
問
題

を
と
ら
え
る
と
い
う
視
点
は
、
現
在
、
世
界
の
国

際
機
関
の
間
で
も
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
な
り
つ
つ
あ

り
、
そ
の
基
盤
と
し
て
共
有
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
が

本
特
集
で
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
既
述
の
国
連
の
障

害
者
の
権
利
条
約
（
Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｄ
）
で
あ
る
。

　

同
条
約
の
ベ
ー
ス
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
び
わ
こ

ミ
レ
ニ
ア
ム
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
（
ア
ジ
ア
太
平

洋
障
害
者
の
最
初
の
一
〇
年
の
レ
ビ
ュ
ー
と
同
時

に
そ
の
後
の
一
〇
年
の
基
本
枠
組
み
）
の
策
定
の

た
め
、
滋
賀
県
大
津
市
で
開
か
れ
た
会
議
（
Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ａ
Ｐ
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
障
害
者
の
一
〇
年

（
一
九
九
三―

二
〇
〇
二
）」
最
終
年
ハ
イ
レ
ベ

ル
政
府
間
会
合
）
で
は
、
加
盟
各
国
の
政
府
代
表

に
混
じ
っ
て
、
国
際
機
関
の
代
表
が
参
加
し
て
い

た
が
、
こ
れ
ら
代
表
、
担
当
者
の
中
に
は
障
害
当

事
者
も
含
ま
れ
、
こ
れ
ら
の
機
関
が
早
く
か
ら
、

障
害
当
事
者
の
担
当
官
と
共
に
仕
事
を
し
て
き
た

こ
と
を
う
か
が
わ
せ
た
。

　

ま
た
国
際
労
働
機
関
Ｉ
Ｌ
Ｏ
で
は
、
二
〇
〇
五

年
に
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
で
「
可
能
性
を
切
り
開
く

―

障
害
と
雇
用
に
関
す
る
多
国
籍
企
業
の
ラ
ウ

ン
ド
テ
ー
ブ
ル
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
多
国
籍
企
業
の
障

害
者
雇
用
の
グ
ッ
ド
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
（
良
い
参

考
事
例
）
を
紹
介
、
掘
り
起
こ
し
て
い
る
。
同
機

関
で
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
二
〇
〇
三
年
に
同
じ
バ

ン
コ
ク
で
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
障
害
者
の
職

業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
会
議
を
開
催
す
る
な
ど
、

障
害
者
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
と
職
業
を
通
じ
た
一

般
社
会
へ
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
（
主
流
化
、

国
際
機
関
に
お
け
る「
障
害
と
開
発
」の
最
新
の
動
き
を
探
る

特 集特 集
国際機関における「障害と開発」の最新の動きを探る
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特 集特 集
国際機関における「障害と開発」の最新の動きを探る

非
疎
外
化
）
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

き
て
い
る
（
参
考
文
献
③
）。
途
上
国
の
障
害
者

の
問
題
へ
の
こ
れ
ら
国
際
機
関
、
国
際
協
力
機
関

の
取
り
組
み
は
、
同
条
約
の
発
効
で
今
後
、
本
格

化
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
日
本
の
各
機
関
で
の
取

り
組
み
も
期
待
さ
れ
る
。
本
特
集
で
は
、
巻
頭
言

を
障
害
者
の
権
利
条
約
の
策
定
の
際
に
日
本
政
府

代
表
団
に
加
わ
っ
て
、
障
害
当
事
者
の
立
場
か
ら

助
言
を
し
た
東
俊
裕
弁
護
士
に
お
願
い
し
た
。
つ

い
で
、
国
連
職
員
と
し
て
長
ら
く
こ
の
分
野
で
活

躍
し
、
現
在
、
国
連
Ｎ
Ｙ
本
部
で
経
済
社
会
局
の

立
場
で
、
経
済
開
発
と
障
害
と
を
結
び
つ
け
る
障

害
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
る
長
田
こ
ず
え
さ
ん
に
「
障
害
者
の
権
利
条

約
の
第
三
二
条
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
」
に
つ
い
て
、

ま
た
同
じ
く
国
連
の
人
口
基
金
の
井
筒
節
さ
ん
に

「
国
連
人
口
基
金
に
お
け
る
『
障
害
と
開
発
』
に

関
す
る
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
と
国
連
に
お
け
る

障
害
分
野
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
を
推
し
進

め
る
代
表
者
お
二
人
に
ご
執
筆
い
た
だ
い
た
。
そ

の
上
で
、
や
は
り
国
連
で
障
害
者
の
権
利
条
約
の

取
り
ま
と
め
の
一
端
を
担
わ
れ
、
現
在
、
こ
の
条

約
の
担
当
専
門
官
と
な
ら
れ
た
伊
東
亜
紀
子
さ
ん

に
「
国
連
に
お
け
る
障
害
者
政
策
の
枠
組
み
と
障

害
者
権
利
条
約―

障
害
に
関
す
る
新
た
な
規
範

と
そ
の
枠
組
み
」
と
し
て
、
国
連
全
体
と
し
て
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
権
利
条
約
を
中
心
に
ご
紹
介

い
た
だ
い
た
。
引
き
続
い
て
、
日
本
国
内
の
国
際

協
力
機
関
と
し
て
国
際
協
力
銀
行
で
社
会
開
発
と

障
害
の
分
野
で
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
る
土
橋
喜
人
さ
ん
に
「
円
借
款
事

業
に
お
け
る
社
会
開
発
の
取
り
組
み
」
と
題
し
て
、

ま
た
国
際
協
力
機
構
で
障
害
分
野
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
担
当
さ
れ
て
い
る
越
智
薫
さ
ん
に
「
日
本
の

技
術
協
力
に
お
け
る
障
害
者
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ミ
ン
グ
」
と
し
て
ご
執
筆
い
た
だ
い
た
。
こ
の
二

つ
の
日
本
の
開
発
協
力
機
関
は
、
二
〇
〇
八
年
秋

に
統
合
を
控
え
て
い
る
が
、
そ
の
後
に
で
き
る
新

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
障
害
と
開
発
が
ど
の
よ
う
な
形
で
実

現
さ
れ
る
の
か
の
一
端
を
こ
れ
ら
の
原
稿
か
ら
想

像
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
よ
う
。
最
後
に
政

府
間
の
国
際
協
力
機
関
と
し
て
、
世
界
銀
行
を
取

り
上
げ
た
。
同
銀
行
で
障
害
担
当
の
シ
ャ
ー
ロ
ッ

ト
・
マ
ク
レ
ー
ン=

ヌ
ラ
ポ
さ
ん
に
「
世
界
銀

行
に
お
け
る『
障
害
と
開
発
』の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ミ
ン
グ
と
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
政
策
の
動
向
」
と
し

て
、
最
近
の
講
演
を
元
に
し
た
原
稿
を
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
。

　

本
特
集
を
通
じ
て
、
現
在
の
「
障
害
と
開
発
」

の
国
際
協
力
機
関
に
お
け
る
ト
レ
ン
ド
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、開
発
や
国
際
協
力
の
現
場
で
の
研
究・

実
践
に
本
特
集
を
役
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期

待
し
た
い
。
国
際
協
力
機
関
に
お
け
る
こ
れ
ら
の

実
施
過
程
で
は
、
今
後
、
最
重
要
課
題
と
な
っ
て

く
る
の
は
、
や
は
り
こ
の
分
野
の
研
究
、
政
策
策

定
・
実
施
の
基
礎
と
な
る
障
害
デ
ー
タ
の
整
備
で

あ
ろ
う
。
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
で
は
、
こ
れ
ら
を

受
け
て
、
現
在
、「
障
害
者
の
貧
困
削
減―

開
発

途
上
国
の
障
害
者
の
生
計
」
と
い
う
研
究
会
を
設

置
し
、
今
後
の
施
策
等
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
る

研
究
を
現
在
進
め
て
い
る
。（
同
研
究
会
の
中
間

報
告
書
は
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の
Ｈ
Ｐ
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
能
で
あ
る
）

　

な
お
本
特
集
に
お
け
る
各
原
稿
は
各
筆
者
の
個

人
的
な
意
見
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
各
筆
者

の
所
属
機
関
の
公
式
な
見
解
を
表
明
す
る
も
の
で

は
な
い
こ
と
を
最
後
に
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

（
も
り　

そ
う
や
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
新

領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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